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 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 ( P E F C )の 鍵 材 料 で あ る プ ロ ト ン 伝 導 性 高 分 子 電 解
質膜には現在フッ素系高分子電解質膜が用いられているが、水存在下での作






































高分子鎖レベルすなわち n m 厚で制御された緻密かつ均質で強靭なポリマー
コンプレックス積層膜の生成に成功した。積層膜は、水に不溶、耐熱性 > 3 8 0 ° C、

















高 く 側 鎖 に 有 す る 芳 香 族 ポ リ マ ー は 、 プ ロ ト ン 伝 導 膜 と し て 十 分 な 耐 熱 性
( > 3 6 0 ° C )を示す と ともに 、 ポリエ チ レンオ キ シドと 柔 軟かつ 均 質な複 合 膜を













 成している。芳香族ポリアミドスルファミド酸の非水膜の 1 2 0 ° C 以上でのプ
ロトン伝導度は、1 0 − 3  S  c m − 1 桁で、N a f i o n ®膜およびポリアミド酸膜のそれら
( 1 0 − 5 ,  1 0 − 9  S  c m − 1 桁 )より著しく高く、活性化エネルギー (約 2 0  k J  m o l − 1 )もそ
れら膜に比べ極めて低い値 (約 7 0 ,  1 0 0  k J  m o l − 1 )であった。芳香族ポリアミド
スルファミド酸膜は 1 7 0 o C において数週間後も高いプロトン伝導度を保って
いた。これをスルファミド酸の非水固相での高いプロトン解離力によると考






















提 示 し た も の で あ る 。 よ っ て 本 論 文 は 博 士 (工 学 )の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る
ものと認める。  
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